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い ざ く

修 学 旅 行(６年生)

１０月４日から１泊２日で熊本県で多くの学習をし，思い出を作
りました。１日目，御船恐竜博物館，阿蘇ミルク牧場，阿蘇ファー
ムランド，阿蘇ファームビレッジ，２日目，桜の馬場城彩苑，被災
地見学，熊本市内自主研修…。
２日目の被災地見学では，復興に向けて，子供たちになりに多く

のことを感じ，考えたことでしょう。今後の復興に向けて，何が出
来るのか，大人も子供も深く考えていかなければなりません。貴重
な体験活動になりました。
また，集団で過ごすときに大切なこと，社会でのモラル等を学び

ました。これから，学校のリーダーとしての自覚を更に深め，結束
した取組に期待したいと思います。

二
学
期
も
後
半
に
！

「
わ
か
行
ひ
に
せ
す
は
甲
斐
な
し
」

校
長

西

浩
一

読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
文
化
・
芸
術
の
秋
、
行
楽
の
秋
・
・
・
と

何
を
す
る
に
も
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
十
月
初
め
六
年
生
と
一
緒
に
熊
本
に
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
事
前
に
私
と
は
「
安
全
・
健
康
第
一
、
全
身
で
多
く
の
こ
と
を
学
習
、

グ
ル
ー
プ
で
協
力
・
問
題
解
決
」
、
担
任
等
と
は
四
つ
の
「
自
」
（
自
主
、
自

覚
、
自
己
管
理
、
自
律
）
を
約
束
し
て
二
日
間
行
動
を
共
に
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
し
っ
か
り
実
践
し
、
実
に
有
意
義
で
充
実
し
た
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
熊
本
市
内
の
自
主
研
修
で
は
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
を
し
っ
か
り
聴
き
、
熊
本
城
に
つ
い
て
詳
し
く
知

る
と
と
も
に
、
復
興
に
向
け
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
熊
本
の
人
々
の
気

持
ち
を
十
分
に
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
添
乗
員
、
バ
ス
ガ
イ
ド
、

運
転
手
、
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
、
家
族
、
引
率
し
た
教
職
員
な
ど
関
係
者
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
も
口
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
事
前
学
習
を
十
二
分
に

積
み
、
緻
密
な
計
画
の
も
と
、
主
体
的
・
意
欲
的
に
学
ん
だ
成
果
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

翌
週
に
は
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
市
小
学
校
陸
上
記
録
会

に
お
い
て
個
人
種
目
で
の
べ
十
名
が
六
位
入
賞
を
、
四
百
ｍ
リ
レ
ー
で
六
年

男
子
が
三
位
、
長
縄
エ
イ
ト
マ
ン
で
五
年
生
が
四
位
入
賞
を
果
た
し
、
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
市
内
に
お
け
る
自
分
の
実
力
を

知
る
と
と
も
に
、
努
力
の
大
切
さ
を
感
じ
、
翌
日
に
は
次
の
目
標
に
向
け
て

取
り
組
み
始
め
て
い
ま
し
た
。

十
月
の
土
曜
授
業
で
は
低
・
中
・
高
学
年
に
分
か
れ
て
郷
土
学
習
を
実
施

し
、
私
は
五
・
六
年
生
と
一
緒
に
多
宝
寺
跡
・
伊
作
城
跡
・
海
蔵
院
跡
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
役
の
池
上
成
昭
先
生
が
一
ヶ

月
以
上
か
け
て
整
備
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
、
先
生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
多
宝

寺
跡
側
か
ら
東
ノ
城
跡
に
向
け
て
空
堀
の
中
を
進
み
、
城
跡
を
見
学
し
、
海

蔵
院
跡
に
寄
っ
て
約
六
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
伊

作
城
や
日
新
公
、
い
ろ
は
歌
、
伊
作
島
津
家
な
ど
伊
作
の
歴
史
に
と
て
も
興

味
関
心
を
も
つ
と
と
も
に
、
当
時
の
人
々
の
工
夫
や
努
力
に
感
心
し
き
っ
て

い
ま
し
た
。
分
か
っ
た
こ
と
を
家
族
に
教
え
た
い
と
い
う
子
も
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
金
管
バ
ン
ド
も
二
学
期
に
入
り
、
永
吉
小
運
動
会
、
吹
上
中
定

期
演
奏
会
、
吹
上
地
域
市
民
運
動
会
、
吹
上
秋
祭
り
、
あ
け
ぼ
の
広
場
と
毎

週
の
よ
う
に
出
演
し
て
い
ま
す
。
演
奏
も
回
を
重
ね
る
度
に
上
達
し
、
大
き

な
拍
手
を
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
目
標
を
も
っ
て
の
練
習
の
成
果
で
す
。

学
校
で
は
校
内
読
書
月
間
と
し
て
読
書
郵
便
や
読
書
感
想
画
・
標
語
・
感

想
文
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
な
ど
様
々
な
取
組
を
行
い
、
読
書
に
も
親
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
本
校
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
国
語
・
算
数
）
の
結

果
は
全
国
や
県
の
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
や
れ
ば
で
き
る
「
伊

作
っ
子
」
で
す
。
一
人
一
人
が
目
標
を
し
っ
か
り
も
っ
て
一
生
懸
命
勉
強
す

れ
ば
、
学
力
も
き
っ
と
向
上
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
「
い
に
し
え
の
・
・
・

わ
か
行
ひ
に
せ
す
は
な
し
甲
斐
な
し
」
日
新
公
の
教
え
の
と
お
り
で
す
。

郷土学習の時間
（土曜授業）
１０月１４日に低学年は，民
話等の読み聞かせ，中学年は，
校区のウォークラリー，高学
年は，日新公顕彰会の池上成
昭さんと亀丸城跡探訪に出か
けました。
吹上地域のよさを味わいな

がら，ひいては他地域のこと
も知り，日置市のすばらしさ
を感じ取る子供たちに育って
くれることを，期待していま
す。

地域が育む
「鹿児島の教育」県民週間

１１月１日(水）～７日(火）１１月１日(水）～７日(火）

保護者や家族に限らず校区内・外を問わずどなたでも，期
間中，以下の時間帯の中で何回でも学校参観ができます。
知り合いの方や御近所の方をお誘い合わせの上お越しくだ

さい。多くの方の御来校をお待ちしております。

※ 中央玄関で必ず受付をお願いします。

（９時３０分～１５時４５分まで）
【お問い合わせ先】

伊作小学校 5 099-296-2021

９月２６日にＰＴＡ研修
視察を行いました。
本年度は，セイカ食品，

鹿児島市消防局の見学を行
いました。
日頃見ることの出来ない

工場内部や消防局の様子を
見学でき，多くのことを学
びました。
研修部の皆さんを中心

に，参加された方々，誠に
ありがとうございました。

ＰＴＡ研修視察

集団宿泊学習 (５年生)
９月１９日から２１日までの２泊３日，南薩少年自然の家で，５

年生が，様々な体験活動に取り組みました。
一日目は，宿泊するテントを張ったり，かまどで薪を使って炊飯，

調理をしました。二日目からあいにくの天候になりましたが，フォ
トアドベンチャーや焼板体験と，どれも自分だけではできない活動
に，頑張り抜く気力と，助け合う協力の必要性を確かめた３日間で
した。あいさつ，時間の有効活用，心のリレー等，たくさんのこと
を学びました。今後の生活に生かしてほしいと思います。


